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　シュトロームたちとの戦いの後、学院がまだ夏季休暇中ということもあり俺は自宅久々の平和を享受していた。

　ただ、これまでの生活とは違うところがある。

　それは。

「んぅえぇ」

「よしよし。どうしたんですか？　シルバー」

　俺と結婚したことで、シシリーは完全に俺の家に住むようになり、その上シュトロームとミリアの子であるシルベスタ……シルバーを養子に迎えたことだ。

　今もシシリーが、ぐずるシルバーをまだ慣れない手つきで一生懸命にあやしている。

「オムツはさっき替えたし、お腹空いちゃったんじゃない？」

「あ、そうかもしれませんね」

　俺がそう言うと、シシリーはすぐに賛同してくれて、ずっと側に控えてくれているメイド長のマリーカさんを見た。

「それでは若奥様、すぐにミルクを作って参ります」

　マリーカさんはそう言うと、すぐにキッチンに向かいミルクの用意をしに行ってくれた。

「本当にマリーカさんたちには感謝してもしきれないですね」

「そうだなあ、お陰で大分楽させてもらってるもんな」

　ウチには子育ての経験があるばあちゃんや、その経験がなくとも十分にサポートをしてくれる優秀なメイドさんたちがいる。

　ただ、ウォルフォード家は貴族ではないので乳母はおらず、基本子育ては俺たち自身が行っている。

　まだ学生の身である俺たちがシルバーを養子に迎え入れることができたのも、こういった環境があったからというのも大きい。

　本当に感謝だな。

　そうして、ぐずるシルバーをあやしながらミルクができるのを待っていると、リビングにゲートが開いた。

「やっほーシシリー、シン。シルバー抱っこさせてー」

　ゲートから出てきたのはマリアで、開口一番シルバーを抱っこさせてと強請ってきた。

「ふふ、いいけど、ちょっとぐずってるよ」

　シシリーはそう言いながら、マリアにシルバーを預けた。

「わ、やっぱりちっちゃーい。よしよし、マリアおねえちゃんだよー」

　シルバーを抱っこしたマリアは、今まで見たことがない蕩けた表情でそう言った。

「おねえちゃん？　おばちゃんじゃなくて？」

「ぶっ殺すわよ、シン」

　さっきまでの蕩けた表情から一変し、真顔でそう言われた。

　母親の友達ならおばちゃんが普通だと思ったのに。

「ふえぇ」

「あれ、あれ、ど、どうしようシシリー」

「あはは、お腹が空いてぐずってるから、ミルクが来るまでご機嫌取ってあげて」

「ええ!?　ちょ、やっぱり返す！」

　マリアはそう言うと、すぐにシシリーにシルバーを返した。

「はあ……赤ちゃんって、笑ってる時は可愛いけど、ぐずられるとどうしていいか分かんなくなるわ。シシリー凄いわね」

「そんなの私も同じだよ。お婆様やメイドさんたちがいるからなんとかなってるだけ」

「ふーん」

「マリアも、今から慣れておいた方がいいんじゃない？　将来自分の子供ができたときの予行演習で」

　シシリーがそう言うと、マリアはブスッとした顔をした。

「そんな未来が来るのかしら……」

「「……」」

　なんて返答に困る返しをするんだ。

　どう言えば角が立たないか考えていると、リビングにもう一度ゲートが開いた。

「シン、邪魔するぞ」

　現れたのはオーグだった。

「なんだ、また来たのか。別に今日も何事もないぞ」

　オーグは、魔人同士の親から生まれたシルバーを若干危険視している。

　なにせ今まで一度も例のないことであり、どういう成長をするのか不確定なことが多すぎるため、定期的にウチを訪れてシルバーの様子を見に来ていた。

「いや、今日はそれが目的ではない」

「じゃあ……」

　俺がオーグに問い質そうとしたとき、オーグの開いたゲートからまた誰か出てきた。

「シンさん、シシリーさん、お邪魔しますわ」

「あれ？　エリー？」

「どうしたんですか？」

　ゲートから現れたのは俺たちと一緒に結婚式を挙げオーグと夫婦になったエリーだった。

　エリーとは結婚式の後会っていなかったので、どうしたのかと尋ねた。

「アウグスト様がよくシルバーの様子を見に行っていると聞きまして、私も会いたいとお願いしたのですわ」

「へえ、そうだったのか」

　まあ、マリアもメロメロになるくらいシルバーは可愛いからな。

　それもしょうがないか。

　そう思っていたのだけど、エリーの返事は違った。

「私はアウグスト様の妻として、将来王子か王女を産む身。今のうちから子供に慣れておこうかと思いまして」

「ああ、そういう……」

　俺は、エリーの返事を聞きながら思わずマリアの方を見てしまった。

　なんせ、シシリーがマリアに提案し否定されたこと、そのまんまだったからな。

「……」

　マリアの顔は引き攣っていた。

　……。

　怖いよ。

　とはいえ、マリアのことばかり気にしていてもしょうがないので、ちょっと気になったことをエリーに聞いてみた。

「王族って、子供は乳母が育てるんじゃないの？」

「そこは割と自由なんですの。それに、ジュリアお義母様は自らアウグスト様やメイを育てたと伺っています。できれば私もそのようにしたいと思っているのですわ」

「うちもお母さまが私たちを自ら育ててくれましたよ」

「へえ。そうなのか」

　この国の王族貴族って、あんまり政略結婚もしないらしいし、自分で子育てする方が普通なんだろうか？

　そんなやり取りをしていると、マリーカさんがキッチンからミルクを持ってきてくれた。

「若奥様、どうぞ」

「ありがとうございます。ほらシルバー、ごはんですよ」

　マリーカさんから哺乳瓶を受け取ったシシリーは、抱っこしているシルバーの口元に哺乳瓶の口を持って行った。

　シルバーはそれを口に含むと、一心不乱にミルクを飲みだした。

「ふふ、一生懸命飲んでる……」

　そう言って微笑みながらミルクを与えているシシリーは、まるで一枚の絵のように綺麗だった。

　そんなシシリーに見惚れていると、シシリーがポツリと言った。

「本当は、おっぱいをあげたいんですけどね」

「え……」

　シシリーの発言に思わず声をあげると、シシリーはその発言の意味を理解したのかハッとした顔をしたあと真っ赤になった。

　母乳は妊娠しないと出てこない。

　つまり、今の発言は妊娠したいと言っているようなものだもんな。

「あ、あの……これはその……」

　さっきの発言は恥ずかしいけど、でも否定しちゃいけない内容でもあったのか、シシリーはしどろもどろになってしまった。

　そんなシシリーに向かって、暗く、低い声が投げかけられた。

「くそ……究極のリア充が……」

「ひっ……」

　マリアの迫力の籠った声に、シシリーの顔が引き攣っている。

　あー、マリアには酷な発言だよなあ。

　シシリーはどうにかしてこの状況を打破しようと考えたのだろう、エリーに声をかけた。

「エ、エリーさん！　エリーさんもシルバーにミルクをあげてみますか!?」

「え？　いいんですの？」

「是非！」

　シシリーはそう言うと、シルバーが吸い付いている哺乳瓶を口から一旦離した。

「ああ、うぅ！」

　突然食事を邪魔されて、シルバーが不満の声を漏らす。

「ゴメンね。はい、エリーさん」

　シシリーはそう言うと、シルバーをエリーに手渡した。

「ちょ、ど、どうすればいいんですの!?」

「手でお尻を持ってあげて下さい。頭は肘の内側に乗せるように……そうです」

　シシリーの指導で、おっかなびっくりシルバーを抱いたエリーは、手渡された哺乳瓶をシルバーの口元に持って行った。

　すると、食事を途中で中断されていたシルバーはすぐに哺乳瓶に吸い付いた。

「わ、わ、飲んでますわ！」

「ふふ、可愛いでしょ？」

　一生懸命にミルクを飲むシルバーに感動しているエリーに、シシリーが優しく声をかける。

　マリアも一緒になってその光景を見ている。

　どうやら危機は回避されたようだ。

　だが、ここでエリーが予想外の発言をした。

「ふわあ、可愛い……アウグスト様、やっぱり私もすぐに子供が欲しいですわ！」

　そのエリーの発言に、マリアの身体がピクリと固まった。

「王妃になるのなら学院の卒業は必須だと話し合ったではないか。身重の身体で学院に通うつもりか？　卒業するまで待て」

「うう……分かりましたわ」

　オーグにアッサリ却下され、しょんぼりしているエリー。

　それは俺たちからすれば微笑ましい一場面なのだが、マリアにとってはそうではなかったらしい。

　ワナワナと震えている。

　エリーとは遠慮のない関係だけど、オーグに対してはそうではないからなあ。

　叫びたいのを我慢してるんだろう。

　そう思ってしばらく見ていると、マリアは肩を落とし、ポツリと呟いた。

「……来るんじゃなかったわ」

　その台詞には、自分だけ相手がいないことの悲哀が込められていた。

　はあ、誰かマリアにもいい人が現れないもんかね？
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